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中世初期のリテラシーと、初期カロリング王文書を書くこと・読むこと 

 

梅津教孝 

 

はじめにはじめにはじめにはじめに 

 西欧中世のリテラシーに対する関心は、20世紀後半に大きな高まりを見せて今日にまで

至っている〔5, 6, 24〕。しかし同時に、オラリティーに対する関心も高まっている〔10, 11, 

25〕ことにも注意を促したい。文字史料に多くを依存せざるをえない歴史学にとって、オ

ラリティーはやっかいな問題ではあるが、蔑ろにはできない問題でもある。ここでは、オ

ラリティーと密接に関連する音にも注意を払いながら、メロヴィング期およびカロリング

期、とりわけ両王朝の移行期である8世紀のラテン語の読み書き関する問題に焦点をあて、

当該時期のラテン語それ自体のあり方とその読み書きに関する研究状況の簡単な紹介を行

ない、最後にラテン語リテラシーの具体的な現われとしての、初期カロリング王文書にお

ける、ラテン語を「書くこと」と「読むこと」についていくつかの問題を提起したい。 

  

西欧中世初期の言語状況西欧中世初期の言語状況西欧中世初期の言語状況西欧中世初期の言語状況 

 ローマ帝国における公用語がラテン語であったことは周知の通りである。この状況は、

ゲルマン民族がローマ帝国に侵入し、そこに彼らの王国を築いた後も、基本的に変化する

ことはなかった。このことは、中世初期の史料のほとんどがラテン語で書かれていること

を想起すれば十分であろう。しかし一方で、全てのゲルマン人がラテン語を受容し、これ

を自由に用いることができた訳ではなかった。旧西ローマ帝国にできたゲルマン人の王国

おいては、圧倒的多数のラテン語の話者と、ごく少数のゲルマン語話者がいたのだと考え

られている。 

 その一方でラテン語自体の死語化が進行しつつあった。これは、読み書き能力の獲得に

とって不可欠な学校教育の場が、古代末期以来消滅し始めていたこと、その結果として、

書き言葉の存在によって一定の規制がかけられていた話し言葉としてのラテン語が大きな

変化をこうむり、最終的にロマンス諸語が誕生することによって、これらの言葉の話者に

とっては、ラテン語は誰の母語でもない言葉になってしまった〔2, 3〕。その結果、地域に

よる差はあるものの、ゲルマン人の王国には、ゲルマン語、衰微しながらもまだ命をもっ

ていたラテン語、そして新しく生まれつつあったロマンス語の、3つの言語群があったこと

になり、このことがこの時期の言語状況を複雑なものとしている。 

 フランク王国でいつラテン語がロマンス語に変化したのかという問題は20世紀を通じて

取り上げられてきた〔17, 12, 19, 21〕。近年の研究では、伝統的なラテン語からロマンス語

への移行の問題のみならず、これに発音〔26〕も考慮されるようになっている。例えばラ

イト〔28〕によれば、7世紀のガリアにおいては、virgoの変化形であるvirginem、virgine、

virginiはすべて同じように発音されていたという。しかし一方で、口頭によるラテン語のコ



88 
 

ミュニケーションは十分に果たされていたとバンニヤールはいう〔3, 4〕。このような状況

の中、イングランド出身のアルクィンによるラテン語の「改革」が行なわれた。彼の「改

革」は正書法のみならず発音にまで及んだ。彼が範とした発音は、言葉の自然な変化によ

ってフランク王国内で行なわれていた発音とは大きく異なっていたため、彼による「改革」

は口頭によるラテン語のコミュニケーションを甚だしく阻害することとなり、結果として

ラテン語の死語化を促進し、書き言葉としての中世ラテン語の成立を促したとされている

〔3, 28〕。 

 このように、古代末期からカロリング期の始めにかけてのラテン語を巡る状況は、発音

の変化、ラテン語の死語化の進行、それに代わる新しいロマンス語の萌芽など、他の時代・

地域と比較して、かなり特異なものであったと言うことができよう。 

  

中世初期のリテラシー中世初期のリテラシー中世初期のリテラシー中世初期のリテラシー    ――――ロザモンド＝マキタリックを中心とする研究成果―ロザモンド＝マキタリックを中心とする研究成果―ロザモンド＝マキタリックを中心とする研究成果―ロザモンド＝マキタリックを中心とする研究成果― 

 中世初期のリテラシーに関する研究は、ロザモンド＝マキタリックによって大きな進展

を見た。マキタリックは、1989年にカロリング期におけるリテラシーに関する包括的な著

作〔13〕を発表する一方で、この問題に関心を持つ研究者たちを組織して論文集を出版す

るなど、中世初期のリテラシーに関する中心的な研究者である。彼女の問題関心は、中世

初期のリテラシーが教会エリートに独占されていたとする伝統的な見解に対して、これが

より広範な層にも広がっていたことを主張しようとするものであり、1989年の著作で検討

されている分野は、統治行為、とりわけ法の分野における書かれたものが果たしていた役

割、王の文書局以外の場所（スイスのザンクト＝ガレン修道院）で作成された文書、書物

の作成と所有、そして修道院の図書室、そして俗人のリテラシーである。彼女の仕事に対

しては、例えばリヒター〔22〕による厳しい批判があるものの、俗人の、それも特に女性

のリテラシーのあり方に高い評価を与えていることは〔13, 16〕特筆すべきことであろう。

さらに1990年に出版された書物〔14〕においては、多くの研究者をまとめてアイルランド

やアングロ・サクソン社会から、ユダヤ人社会そしてビザンツ社会など、非常に広範な地

域のリテラシーのあり方を提示してくれている。ここでは、ローマ期とメロヴィング期の

書く文化の連続を主張するイアン＝ウッド〔27〕の、そして、カロリング期の俗人のリテ

ラシーが社会の上層では非常に高く（アクティヴ＝リテラシー）、一方下層でも、自らは

文字を操ることはできないまでも、一定の書式のものなら理解することができる程度のも

の（パッシヴ＝リテラシー）は有していたとする、ジャネット＝ネルソン〔18〕の研究が

注目に値する。 

  

初期カロリング王文書を書くこと・読むこと初期カロリング王文書を書くこと・読むこと初期カロリング王文書を書くこと・読むこと初期カロリング王文書を書くこと・読むこと 

 ここで言う初期カロリング王文書とは、8世紀後半に発給されたものであり、作業のため

の素材として、781年にシャルルマーニュがフルダ修道院に出した文書〔1-b〕を用いる。こ

の文書をその前後100年というタイムスパンの中で見た場合（7世紀末のメロヴィング王ヒ
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ルデベルトの文書〔1-a〕と9世紀末の東フランク王ルートヴィヒ2世の文書〔1-c〕）、書体

とテクストの書き方という2つの点での変化が注目に値する。書体の変化は、クルシーヴァ

から文書用小文字というどちらかといえばカロリング小文字に近いものへの変化であり、

テクストの書き方は、単語と単語の間にスペースを挿入しないスクリプトゥーラ＝コンテ

ィヌアから、現在の書き方に近いスクリプトゥーラ＝ディスコンティヌアへの変化である。

クルシーヴァといいスクリプトゥーラ＝コンティヌアといい、これらは共にローマにその

起源を有しており、それが変化しているということは、ローマ的なるものからの離脱がこ

こで行なわれていたということを想定することができよう。とりわけスクリプトゥーラ＝

ディスコンティヌアの出現が、ラテン語を母語としたことがないアイルランドであったこ

と〔23〕を考慮するなら、初期カロリング王文書は、文字もテクストの書き方も、ローマ

的な伝統をすでに継承し得なくなりつつあったことを示していると言えるのではないだろ

うか。スクリプトゥーラ＝ディスコンティヌアが実際にどのようにして書面に実現されて

いったのかについては、いまだ解明されなければならないことは多いが、ここではこれら

のことが、8世紀におけるラテン語の大きな変化の中で生じた可能性を指摘しておきたい。 

 今一つ、西欧中世が基本的にオラリティーが支配する世界であった〔11〕ことを考える

なら、王文書と音という観点も重要であろう。そして王文書が口述筆記によって作られ、8

世紀のラテン語の音が古典ラテン語の音と同じではなかったという立場に立つならば（先

に述べたvirgoの3つの変化形がすべて同じ音であったと考えられていることを想起された

い）、書記が聞いた音について、我々は今少し敏感でなければならない。名詞の格を決定

する単語の最後の文字が必ずしも明確に発音されないという状況下で、書記は然るべき形

を選択しなければならず、ここに書記のラテン語リテラシーの現われ方の一端を見ること

は可能であろう。一方、王文書が現場で用いられる際には、読み上げられること、換言す

れば文字が音に変換され、その発音された音が決定的に重要な役割をもっていたのである

から、この時期に書かれたものは、現代のそれとは非常に異なった意味をもっていたと考

えるべきであろう。音を中心に考えるなら、そこに書かれている文言は、文法的に正確で

ある必要はなかったとさえ言い切ることができるのではないだろうか。中世初期における

ラテン語を用いた口頭によるコミュニケーションのあり方に関する、より深い考察が必要

と思われる所以である。 

  

終わりに終わりに終わりに終わりに 

 西欧中世初期は、書き言葉としてのラテン語それ自体、そしてそのラテン語を音との関

係の中で見る時、その前後の時代と比較して特異な時期であったと言うことができよう。

それは書かれたラテン語が、俗ラテン語という話し言葉の影響を強く受けていること、そ

してラテン語自体が死語になりつつあったことと大きく関係している。その意味で、8世紀

から9世紀は過渡期であった。文字と音とが切り結ぶ関係の程度は、書かれたものの内容に

よって異なるであろうが、この時代の書かれたものが音と全く関係をもっていなかったと
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考えるのは正しくない。音と文字との関係が切れる時、例えば音読から黙読への移り変わ

りが、社会の中の書かれたものの役割の変化に対応するのであろうとの見通しはできよう

が、では例えば王文書でのそれはいつのことなのかという問題にはまだ手が付けられてい

ないように思われる。この問題については、歴史学のみならず、隣接諸科学、例えばラテ

ン語やロマンス語の言語学〔29〕、社会言語学その他との協働が、豊かな実りをもたらし

てくれるであろう。 
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